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ま え が き 

 いわゆる「バブル崩壊」のあと、多くの企業は経営のたて直しを迫られ、また、それと直

接的あるいは間接的に影響しあいながら株主重視に代表されるコーポレート・ガバナンスの

変容が進行しました。人材マネジメントの側面では、かねてからグローバル化のなかで改善

の必要性が指摘されてきましたが、こうした動きが成果主義の普及などの変革を加速したこ

とは疑いありません。

 今日では、企業業績が好転し、これらの取組みは功を奏したかにみえます。しかし、これ

が短命に終わることなく持続的な企業価値の向上や労働者の幸福に繋がるかどうかは、きち

んとした実態把握にもとづき吟味しなければなりません。嵐のように進んだ人材マネジメン

トの変革の中で、私たちが失ったもの、失いつつあるものはないのでしょうか。また、これ

からの労働供給制約時代に十分対応できるものになっているのでしょうか。長かった不況を

乗り越えた現在、もう一度冷静に見つめ直すときに来ているように思います。

 本報告は、上のようなことを念頭に置きながら進めてきたプロジェクト研究「企業の経営

戦略と人事処遇制度等の総合的分析」の、これまでの成果を中間的にとりまとめたものです。

いくつかやり残したことは、あらためて最終報告に盛り込む予定です。

本報告を作成するにあたって、アンケート調査ならびにヒアリング調査にご協力いただい

た企業の方々に対して厚く御礼を申し上げます。

本報告が企業経営者、労働者、政策担当者をはじめ、人材マネジメントに関心がある方々

のご参考になれば幸いです。

2006 年 5 月 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 

理事長 小野 旭 
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